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５ つ の 基 本 的 価 値 認 識 形 成 の 有 無
食 文 化 に 関 す る 個 別 的 価 値 認 識
→
文化的価値認識








① 【○】 △ △ △ → ╳
小学校
各教科
② ○ ╳ 【○】 ╳ → ╳
③ ○ △ ╳ 【○】 → ╳
小学校
２領域
④ △ △ ○ ╳ → 【╳】
小学校
３領域
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５ つ の 基 本 的 価 値 認 識 形 成 の 有 無
食 文 化 に 関 す る 個 別 的 価 値 認 識
→
文化的価値認識








① 【○】 △ △ △ → ╳
小学校
各教科
② ○ ╳ 【○】 ╳ → ╳
③ ○ △ ╳ 【○】 → ╳
小学校
２領域
④ △ △ ○ ╳ → 【╳】
小学校
３領域
















55 ～ 60単位時間，90 ～ 105単位時間，70 ～ 105単






































































































































































55 ～ 60単位時間，90 ～ 105単位時間，70 ～ 105単
位時間，90 ～ 105単位時間，34 ～ 35単位時間とな
っており，その総年間授業時数は，339 ～ 410単位
時間である。また，食教育に関連する領域としては，
「特別活動」と「総合的な学習の時間」が挙げられる。
総年間授業時数は，前者では34 ～ 35単位時間，後
者では70単位時間である。言うまでもなく，これ
ら授業時数すべてを食教育に充当することはできな
いが，各教科が有する年間授業時数が多いことは，
学校教育における食教育実践の中核をなすのが「各
教科」であることを示唆しているものと言えよう。
そして，「各教科」で認識した食教育の個人的な基
本的価値を，子ども同士の集団活動や学校行事を行
う中で，家庭や地域に開かれた総合的・拡張的な基
本的価値へと変容させることができるのは「特別活
動」であろうし，家庭・地域とともに食環境や食習
慣・食生活に関する総合的な課題に取り組む中で，
それをより総合的・拡張的な基本的価値へと変容さ
せることができるのは「総合的な学習の時間」であ
ろう。このことは，年間授業時数が前者よりも後者
の方が増加していることからも容易に説明がつくで
あろう。
　２点目は，「各教科」「特別活動」「総合的な学習
の時間」のもつそれぞれの固有性の観点に起因する。
「各教科」の独自性は，科学や学問を基盤とした法
則や理論を子どもに系統的に学習させることで，科
学的な認識を育成することにあり9），「特別活動」
の独自性は，子どもが自主的・実践的に集団活動を
行うことで，子ども自身が自己実現感を有すること
にあり10），「総合的な学習の時間」の独自性は，子ど
も自らの興味・関心や生活経験を基盤に，自発的・主
体的に社会的問題の解決を子どもに取り組ませること
で，生きた統一的な認識を育成することにある11）。「各
教科」で育成された科学的な認識を，学級活動や学
校行事を含む「特別活動」において転移させること
で，子どもは自らの趣味や生活を豊かなものにし，
より実用的な形としての科学的な認識を形成するこ
とになる12）。また，子どもの身近な生活に関する課
題の解決を通して，子どもの自己実現感を獲得させる
のが「特別活動」の特質だとすれば，環境や福祉・健
康といったより社会的課題の解決を通して行うのが
「総合的な学習の時間」の特質であり，子どもの自己
実現感の獲得というねらいは共通のものである13）。
　３点目は，「各教科」「特別活動」「総合的な学習
の時間」のいずれにおいても，家庭・地域との連携
が学校教育における喫緊の課題であるという観点に
起因する。家庭・地域との連携を目指す「各教科」
における取り組みは，食教育に限定しても，先行研
究として取り上げた安場編著論文などを中心に幅広
くなされている。「特別活動」においては，よりよ
い生活や人間関係を築いていくための自主的・実践
的態度を育成するために，子どもは望ましい集団活
動を行い，家庭や地域の支えを借りながら，自らが
学級や学校を創っていこうとすることが目指されて
いる14）。「総合的な学習の時間」においては，子ど
もは，自らの生活に身近な諸問題について自発的・
主体的に学んでいくにつれて，やがては地域社会や
家庭を巻き込んだ学校外で生起される諸問題につい
ても体験的・課題解決的に学習し，自らの認識をよ
り深化させていくことが目指されている15）。
　序章で述べた学校教育における「環境」の定義か
ら考えれば，学習者が生活をよりよく営むためには，
「学習者（子ども）と家庭との関わり」や「学習者
と地域との関わり」を認識する，いわゆる「学習者
と人との関わり」の側面が重要である。したがって，
学校・家庭・地域の連携を目指す食教育実践におい
ては，「各教科」から「特別活動」，「特別活動」か
ら「総合的な学習の時間」へと「食文化の価値」認
識が拡張的に深化されていくことが必然的に求めら
れるのである。
Ⅳ．おわりに　－本稿の結論と今後の課題－
　序章でも述べたように，第Ⅱ報の目的は，文献事
例の分析を通して，子どもの食教育における基本的
価値認識の観点から，これまでの中華人民共和国に
おける食教育実践に関する先行研究の現状を明らか
にし，今日一般的に行われている食教育実践の理論
と実際を評価するとともに，両国における望ましい
「食習慣」の形成を目指した食教育の類似点・相違
点を明らかにしていくことにあった。
　本稿で明らかになったことは，以下の４点である。
１点目は，第Ⅰ報で取り上げた研究視点・研究方法
を基にしながら，中国の初等教育における食習慣を
重視した食教育実践論文を分析することを通して，
わが国のそれの分析結果同様に，Ⅰ～Ⅳの４つの価
値認識に問題点・欠如が生じているために，Ⅴの価
値認識が十分になされていないという現状が明らか
になったことである。２点目は，わが国の食教育実
践と中国のそれとの類似点は，食文化に関するⅠ～
Ⅳの個別的な基本的価値を認識させることを主眼に
置くことで，Ⅴの価値に関する認識を閉ざすか，教
育行政的政策に基づきながら，Ⅴの価値を認識させ
ることを主眼に置くことで，食文化に関するⅠ～Ⅳ
の個別的な基本的価値に関する認識を閉ざすかのい
